
- 27 - 

 

山田中学校いじめ防止基本方針 

１ いじめに対する基本的な考え方 

  「いじめ」とは、「生徒に対して、当該生徒が在籍する中学校に在籍している等当

該生徒と一定の人的関係にある他の生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行

為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象とな

った生徒が心身の苦痛を感じているもの」と定義する。 

  いじめは重大な人権侵害であり、いかなるもの（形態）であっても許されない。学

校は全職員が一丸となって、いじめの防止、早期発見、発生時の適切な対処に努め、 

何人もそれを見て見ぬふりをすることは許されない。 

  また、学校はいじめ問題への対処にあたり、保護者等への正確でていねいな説明を

行う。 

２ いじめの形態（具体的な内容） 

 ・ 冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる。 

 ・ 仲間はずれ、集団による無視をされる。    

 ・ 軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする。  

 ・ ひどくぶつかられたり、叩かれたり、蹴られたりする。  

 ・ 金品をたかられる。       

 ・ 金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする。 

 ・ 嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする。  

 ・ パソコンや携帯電話等で、誹謗中傷やいやなことをされる。  等 

３ 学校いじめ防止組織の設置と校内体制 

 生徒指導部会を核とした学校いじめ防止組織を設置し、以下の取組を実施する。  

（１） 学校いじめ防止基本方針を策定する。 

（２） 学校いじめ防止基本方針に基づき、具体的な年間計画の作成・実施・検証・修

正を実施する。 

（３） 「いじめ防止」「早期発見」「いじめに対する措置」等に関する職員研修を企

画・運営し、情報の共有化を図る。 

（４） 学校におけるいじめの相談・通報の窓口となる。 

（５） いじめの疑いに関する情報や生徒の問題行動などに係る情報の収集と記録、共

有を図る。 

（６） いじめの疑いに関する情報があった時の緊急対処方針の決定と保護者との連携

を図る。 

（７） 構成員は、生徒指導部会を基本とするも、（１）の基本方針の策定に際しては

保護者等地域の代表も構成員とし、また（６）の緊急対処に際しては関係職員や

必要に応じてスクールカウンセラーをメンバーとする等、柔軟に定める。  

４ いじめ防止等のための方針 

（１） 人権意識の向上や規範意識の醸成を図るとともに、生命を大切にする心を育む

ことによって、いじめの防止・早期発見に努める。 

（２） 生徒のコミュニケーション能力の向上を図るとともに、豊かな人間関係づくり

を推進する中で、いじめの防止・早期発見に努める。 

（３） 発達の段階に即した確かな生徒理解、教育相談の重視、全職員による一貫性の

ある組織的な指導の中で、いじめの防止・早期発見に努める。 

（４） 学校全体での暴力・暴言の排除、過度な競争意識や勝利至上主義等、生徒のス

トレスを高くする指導を見直す中で、いじめの防止に努める。 

（５） 学校と家庭・地域・関係機関が連携・協働して、いじめの早期発見に適切に努

めるとともに、発生時には毅然と対処し、継続的にその指導にあたる。  


